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決

算

議

案

議
案
審
議
（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

令和３年度決算を認定
 一般会計で歳入が歳出を76億円上回る

　

本
会
議
で
の
説
明

後
、
全
議
員
で
構
成
す

る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、企
画
総
務
、

福
祉
産
業
、
建
設
、
市

民
文
教
の
４
分
科
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
分
科

会
で
は
代
表
監
査
委
員

の
出
席
の
下
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

21
日
の
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
分
科

会
で
の
審
査
結
果
を
踏

ま
え
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
刈
谷
城
一
部
復
元
の

見
直
し
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

国
民
健
康
保
険
税
制
度
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
反
対
の
立
場
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
し
ま
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
決
算
議

案
に
つ
い
て
は
、
反
対
意
見
は
な
く

原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。加藤清美代表監査委員による

意見陳述

主
な
質
疑
項
目振込詐欺等の被害から市民を守る

不審電話防止装置

問　
不
審
電
話
防
止
装
置
の
累
計

販
売
台
数
、
目
標
値
及
び
今
後
の
方

針
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
不
審
電
話
防
止
装
置
の
事
業

を
開
始
し
た
平
成
28
年
７
月
か
ら
令

和
４
年
８
月
末
ま
で
の
累
計
販
売
台

数
は
１
３
４
１
台
で
、
目
標
値
は
、

年
間
販
売
台
数
２
０
０
台
を
見
込
ん

で
い
る
。
不
審
電
話
防
止
装
置
の
普

及
は
、
特
殊
詐
欺
対
策
と
し
て
有
効

な
施
策
だ
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
積
極
的
な
普
及
促
進
に
努
め
て
い

く
。問　

不
審
電
話
防
止
装
置
に
つ
い

て
、
市
役
所
だ
け
で
は
な
く
、
市
内

の
ど
こ
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
な
補

助
制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
本
市
が
実
施
し
て
い
る
不
審

電
話
防
止
装
置
の
販
売
は
、
市
が
一

部
負
担
を
す
る
こ
と
に
よ
り
対
象
者

に
２
０
０
０
円
で
販
売
し
て
お
り
、

市
役
所
で
の
直
接
販
売
の
ほ
う
が
、

他
市
と
比
較
し
て
、
市
民
の
金
銭
的

な
負
担
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
通
常
の
取
扱
窓
口
は
、
市
役

所
の
く
ら
し
安
心
課
の
み
だ
が
、
令

和
３
年
度
か
ら
富
士
松
支
所
な
ど
で

出
張
販
売
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域

で
の
出
張
販
売
な
ど
も
検
討
し
な
が

ら
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
方
策
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

■
飲
食
店
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

問　
商
品
券
と
比
べ
て
事
務
手
数

料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
は
約
３
８
０

０
万
円
、
３
年
度
に
実
施
し
た
地
域

応
援
商
品
券
事
業
は
約
５
３
０
０
万

円
の
事
務
手
数
料
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
飲
食
店
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
約
１
８

０
万
円
で
あ
り
、
商
品
券
事
業
に
比

べ
大
幅
に
事
務
手
数
料
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

手軽なキャッシュレス決済で
ポイント還元と飲食店の応援を

■
都
市
交
通
計
画
調
査
推
進
事
業

問　
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
検

討
と
あ
る
が
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
の
現
状
と
課
題
と
し
て
、

市
内
を
移
動
す
る
際
に
自
転
車
を
利

用
す
る
割
合
が
低
い
こ
と
や
、
自
転

車
の
事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
16
歳
以
上
の
若
者
や
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
お
い
て
事
故
の
割

合
が
高
い
こ
と
な
ど
を
整
理
し
た
。

ま
た
、
課
題
解
決
の
た
め
、
自
転
車

通
行
空
間
の
整
備
や
交
通
安
全
意
識

の
向
上
等
と
い
っ
た
必
要
な
取
組
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
活
用

推
進
の
た
め
の
基
本
方
針
（
案
）
と

し
て
、「
利
用
環
境
の
形
成
」、「
利

用
の
拡
大
」、「
安
全
利
用
の
促
進
」

の
３
つ
を
設
定
し
た
。

安全に通行できる
自転車通行空間の整備を

■
家
庭
児
童
相
談
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業問　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
時
期
は
い

つ
か
。

答　
令
和
３
年
４
月
か
ら
導
入
準

備
に
取
り
か
か
り
、
７
月
に
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
選
定
を

行
っ
た
後
、シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
、

４
年
２
月
末
か
ら
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。

問　
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
効
果

と
現
状
の
運
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
相
談
を
受
け
た
際
、
シ
ス
テ

ム
上
で
住
民
基
本
台
帳
情
報
等
と
各

種
相
談
記
録
を
漏
れ
な
く
確
認
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。そ
の
結
果
、

調
査
や
情
報
収
集
に
要
す
る
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
速
や
か
に
そ
の
後
の
支

援
方
針
の
検
討
に
移
行
で
き
る
と
と

も
に
、
情
報
の
集
約
に
よ
り
個
々
の

家
庭
の
支
援
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。

家庭児童相談業務の迅速化を図り、
切れ目ない支援を

一般会計・特別会計の決算額

会計名 歳　入
（前決算年度対比）

歳　出
（前決算年度対比）

形式収支
（歳入歳出差引額）

一般会計 722億7,400万円
( ▲13.4%)

646億7,300万円
（▲13.8％） 76億100万円

特別会計 239億2,100万円
(+0.1%)

219億3,500万円
(+2.3%) 19億8,600万円

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業

9億7,600万円
( ▲18.3%)

9,500万円
( ▲64.1%) 8億8,100万円

刈谷野田北部
土地区画整理事業

1億6,300万円
( ▲13.1%)

3,100万円
(+26.8%) 1億3,200万円

国民健康保険 116億6,600万円
(+1.1%)

109億4,500万円
(+3.0%) 7億2,100万円

後期高齢者医療 19億7,900万円
(+1.4%)

19億7,600万円
(+1.5%) 300万円

介護保険 91億3,700万円
(+1.2%)

88億8,800万円
(+3.5%) 2億4,900万円

企業会計の決算額

会計名 区分 収　入
（前決算年度対比）

支　出
（前決算年度対比）

水道事業
収益的 28億9,900万円

( ▲0.1%)
28億7,700万円

(+1.7%)

資本的 5億9,200万円
(+27.2%)

11億6,600万円
(+27.8%)

下水道事業
収益的 35億2,600万円

(+0.4%)
34億5,700万円

( ▲0.6%)

資本的 13億5,100万円
(+27.7%)

20億8,100万円
(+14.8%)

※百万単位で四捨五入等しています

各会計別の決算額一般会計の内訳（前決算年度対比）

歳　出
646億7,300万円

歳　入
722億7,400万円

市民税など
345億5,200万円
47.8%（4.8%減）

国・県からの
支出金など
218億3,600万円
30.2%（32.2%減）

分担金・負担金など
127億3,300万円
17.6%（12.9%増）

市債（借金）
7億4,800万円
1.0%（45.1%減）

給食費などの諸収入
24億400万円
3.3%（3.8%増）

民生費
256億9,900万円
39.7%（18.9%増）

土木費
124億9,800万円
19.3%（23.7%増）

総務費
55億8,800万円
8.6%（75.2%減）

衛生費
65億5,900万円
10.1%（21.1%増）

商工費など
30億3,000万円
4.7%（5.3%減）

消防費
15億9,000万円
2.5%（4.5%減）

公債費
12億4,300万円
1.9%（8.2%増）

議会費
3億8,500万円
0.6%（0.1%減）

教育費
80億7,900万円
12.5%（10.0%減）

〈国・県からの支出金などの内訳〉
国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税
交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環
境性能割交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通
安全対策特別交付金
〈分担金・負担金などの内訳〉
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄
附金、繰入金、繰越金

〈商工費などの内訳〉
商工費、農林水産業費、労働費、災害復旧費、諸支出金、
予備費
（注）それぞれの数字は四捨五入等してそろえたため、

総額や割合は一致していない場合があります。

監
査
委
員
の
意
見
〔
要
旨
〕

＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計
＝

　

令
和
３
年
度
の
財
政
状
況
を
財
政

指
標
で
見
る
と
、財
政
力
指
数
は
１
・

21
、
経
常
収
支
比
率
は
84
・
９
％
、

実
質
公
債
費
比
率
は
△
２
・
２
％
で
、

い
ず
れ
も
本
市
の
財
政
が
健
全
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
経

済
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
市
税
を
中
心
と
し
た
歳
入
の

減
収
や
、
民
生
費
や
教
育
費
な
ど
重

点
施
策
に
対
す
る
歳
出
の
増
加
を
踏

ま
え
る
と
、
動
向
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
行
政
経
営
に
つ
い
て
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
活
性
化
の
両
立

を
図
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
必
要
な
支
援
策
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
お
い
て
は
、
巨
大
地
震
の
発
生
や
想
定
を
超

え
る
豪
雨
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
末
に
は
、
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
周
辺
道
路
の
整
備
も
進
め
ら
れ
、
産
業
の
生
産

性
の
向
上
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
市
民
、
事
業
者
と
協
働
し
て
実
効
性
の
あ
る
事
業

を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
令
和
４
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や

将
来
都
市
像
を
示
す
「
第
８
次
刈
谷
市
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
。
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
刈
谷
市
の
未
来
を

切
り
拓
く
最
上
位
計
画
と
し
て
柔
軟
か
つ
迅
速
な
施
策
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
「
人
が
輝
く
安
心
快
適
な
産
業
文
化
都
市
」
の

実
現
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

＝
水
道
事
業
会
計
＝

　

令
和
３
年
度
の
純
損
益
は
前
年
度
の
１
４
４
６
万
５
千
円
の
純
利
益
か
ら

４
５
１
１
万
５
千
円
の
純
損
失
へ
転
じ
て
い
る
。
財
政
状
況
に
つ
い
て
主
要
な

経
営
指
標
を
見
る
と
、
経
営
の
健
全
性
・
効
率
性
を
示
す
指
標
と
し
て
経
常
収

支
比
率
は
98
・
３
％
、
料
金
回
収
率
は
93
・
２
％
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
％
を

下
回
っ
て
お
り
、
適
切
な
料
金
収
入
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

節
水
型
社
会
の
進
展
等
に
よ
り
、
料
金
収
入
の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な
い

中
、
配
水
管
施
設
等
の
修
繕
や
更
新
、
水
道
管
路
の
耐
震
化
な
ど
は
引
き
続
き

計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
施
設
の
被
災
を
最
小
限

に
抑
え
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
な
ど
災
害
時
の
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
今

後
も
継
続
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
事
務
の
効
率
化
に
よ
る
経

費
の
削
減
を
図
り
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
注
視
し
た
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ

た
い
。

＝
下
水
道
事
業
会
計
＝

　

営
業
収
支
で
は
営
業
損
失
と
な
っ
て
い
る
が
、
営
業
外
収
支
で
は
前
年
度
に

続
き
経
常
利
益
が
生
じ
て
お
り
、
純
利
益
は
２
４
７
２
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
主
要
な
経
営
指
標
を
見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
は
１
０
０
・
８
％
で
、
健

全
性
を
保
っ
て
い
る
が
、
経
費
回
収
率
は
81
・
８
％
で
、
適
正
化
に
向
け
た
取

組
が
必
要
で
あ
る
。

　

下
水
道
は
快
適
な
市
民
生
活
を
支
え
る
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
台

風
や
集
中
豪
雨
、
巨
大
地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
重
大
な
影
響
が
及
ぼ
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
耐
震
化
対
策
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
下

水
道
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
使
用
者
負
担
の
期
間
的
公
平
性
の
観
点
を

持
ち
、
事
務
事
業
の
効
率
化
に
よ
る
経
費
の
削
減
、
水
洗
化
率
の
向
上
に
よ
る

営
業
収
益
の
増
加
等
に
努
め
な
が
ら
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

財政力指数指数

（年度）

刈谷市

県下平均

※財政力指数
　自治体の財政力の能力を示す数値
　“１”を超えるほど財政が健全である
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市民１人につき5,000円分の商品券を配付
（地域応援商品券事業）

福祉避難所に防災備蓄倉庫を設置
（防災備蓄倉庫整備事業）

魅力あふれる公園を目指し、
市民参加型ワークショップを開催

（魅力あふれる公園づくり事業）
刈谷駅北地区地域交流施設を設置

（刈谷駅周辺整備事業）

乳幼児健診の際に健診サポーターによる
育児支援を実施

（多胎家庭等支援事業）

三世代同居等に対する住宅支援を実施
（三世代同居等住宅支援事業）

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化す
る中、外出自粛などの影響を受けた地域の店
舗や市民生活を応援するため、市民１人につ
き5,000円分の「刈谷市地域応援商品券」（1,000
円×５枚）を全世帯宛てに配付しました。

【交付者数】149,548人
【交付額】　747,740,000円

子育て世帯が安心して生活できる
よう、世代間で助け合える三世代
同居または近居するための住宅取
得等の費用の一部を補助しました。

【対象者】15歳以下の孫、その親、
孫の祖父母または曾祖父母の三世
代で同居または近居する人

【補助件数】19件

福祉避難所に防災備蓄倉庫を設置し、備
蓄品を配備したことにより、災害時の要
配慮者への支援体制の強化を図りました。

【設置場所】
・刈谷特別支援学校（小垣江町） 
・社会福祉法人觀寿々会
　ハロポンズ（井ケ谷町）

保健センターでの４か月児、１歳６か月
児健康診査を受ける多胎児や健診対象
児の１歳６か月未満の兄弟姉妹の保護
者で希望する方へサポーターを派遣し、
健康診査時に子供の抱っこや荷物運び
などの支援を行いました。

本市の魅力を発信する洲原公園、岩ケ
池公園、刈谷市総合運動公園、亀城公
園、フローラルガーデンよさみの５つ
の公園を対象に、各公園の特徴を生か
した将来構想の策定に向けて、有識者
の方々から構成される構想策定委員会
や一般公募をはじめとした市民参加型
のワークショップを開催しました。

刈谷駅周辺地域のまちのにぎ
わいの創出に寄与するととも
に、地域の連帯及び交流の
促進を図るため、刈谷駅北地
区地域交流施設を設置しまし
た。

■
特
殊
詐
欺
対
策
事
業


